
介護記録ソフト「ワイズマン」の導入 
 

 

揖斐郡大野町の、セント・ケアおおの様にお伺いし、 

ワイズマン導入の経緯から活用に至るまでを取材してきました！！ 

 

 

～取材させてしただいた方々～ 

社会福祉法人 浩人会  統括施設長 木村様 

地域密着型特別養護老人ホーム  

セント・ケアおおの 施設長 高橋様 

 

 

●取材先の法人紹介をします！ 

 法人名：社会福祉法人 浩仁会 

 施設紹介 

ファミリークリニックやひろ 

 

  まほろば（特別養護老人ホーム、デイサービスセンター、託児施設） 

 

  セント・ケアおおの 

（地域密着型特別養護老人ホーム、ショートステイ、フループホーム） 

 

  桜坂（地域密着型特別養護老人ホーム、小規模多機能型居宅介護事業所 

     認知症対応型デイサービスセンター、大野町介護予防事業所、 

地域交流スペースCAFÉ） 

 

 IB（地域密着型特別養護老人ホーム、小規模多機能型居宅介護事業所 

               グループホーム、揖斐川町介護予防事業所） 

 

尚和園（特別養護老人ホーム、デイサービス 

ショートステイ、居宅介護支援事業所） 

 

 

 

 



 

 

 

 

介護記録ソフト「ワイズマン」を導入したきっかけは何ですか？？ 

 

導入前は、介護請求ソフトのみを使用し、その他のケアプランは Excel で作

成し、介護記録は印刷して、手書きで記録を行って 

いました。ワイズマンの介護記録ソフトを導入する 

ことで、ケアプラン等の各種の計画書やサービス担 

当者会議録、介護記録、請求業務、LIFE 関係等一つ 

のシステム内で行うようにできるので、導入を決め 

ました。 

 

 

立案から導入までの流れを教えてください！！ 

 

令和 3 年度に法人内で立案し、令和 4 年度に ICT の補助金を活用して、浩人

会の施設（まほろば、桜坂、セント・ケアおおの、IB、特養尚和園）へ同時導

入しました。 

導入時はメーカーに来てもらい、2 カ月ほどの移行期間を経て本格導入しまし

た。介護記録に関しては、食事、入浴、排泄等の記録項目ごとに、タブレット

入力を徐々に増やしていき、最終的に看護記録、介護記録もワイズマンで作成

できるようになりました。 

 

 

ソフトに連携できる物はありますか？？ 

 

眠り SCAN(見守り機器)やバイタルサインを 

測定する機器と連動できる事は分かっていま 

したが、あえて行っていません。 

理由としては連携が有料で、かかる費用に対 

して、連携する効果が少なく、 

活用するメリットが少ないと感じたからです。 

すぐ録タブレットを活用し、タブレット 

(スマホ)でも記録する事ができます。 

もちろん記録後はワイズマンに連携する 

事ができます。 



 

 

 

 

導入前と導入後の変化について教えてください！ 

 

今まで用紙媒体で使用していた物を印刷せず、施設内のチャットスペースでス

クリーンショットし画像形式や PDF 形式で共有をするようになりました。ま

た口頭での申し送りは行わなかったり、 

あるいは短時間で特変者のみ口頭で共有 

して、各自記録時に申し送り事項を選択 

したものを各自情報収集して、業務に入 

るようになりました。 

 

 

 

職員の声や反応はどうでしたか？？ 

 

基本的には普段から自身のスマホを使っており、使用や操作に関しては評価も

良かったです。ただ、特異な職員ばかりではなく、苦労した職員もいましたが、

職員の半数が覚える事ができたら、その後はスムーズに行う事が出来ました。

また、音声入力等も行うことで、記録時間の短縮に繋がりました。 

 

 

 

今抱えている課題があれば教えてください！ 

 

ワイズマンのソフトで、ケアプランの内容（文書）等のコピーがしにくい事や

Excel や Word にある、「戻る」機能がなく、慣れないと作成しにくいと感じ

ています。 

ワイズマンを使用するには専用 USB（鍵 

のような物）が必要となる為、いつでもど 

こでもできるわけではありません。 

その点については不便さも感じています。 

今後はその専用 USB が無くなる予定と 

メーカーからは聞いています。 

 

 



 

 

ワイズマン以外に工夫されている事はありますか？？ 

 

 

＜Google のワークスペースを活用＞ 

介護ソフト以外のレポートやアンケート、 

周知情報など他の職員と共有したい事項等 

は、チャットアプリや、ドキュメント、ス 

プレッドシート、スライド等を利用してい 

ます。同時作業できるので、負担が一人に 

偏りにくく、通信環境があればどこでも閲 

覧や入力ができてとても便利です。 

無料で使用でき、ペーパーレスにも繋がります。 

また、サーバーがあるため、Google のソフトで 

使用した後、Word、Excel、PowerPoint形式 

で保存も出来てよく活用しています。 

スプレッドシートで、作成した書類 URL にしてインターネット上におくと、

ワンクリックで見る事が出来る工夫もしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は介護用ソフトに関する取材をしてきました。導入を検討している事業者

の方々に少しでも参考になれば幸いです。ご協力いただきました、浩仁会の皆様、

ありがとうございました！ 

                 

                    特別養護老人ホーム  

                       ハートヴィレッヂ谷汲の杜 

伊藤 保智 


